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平成２５年度活動報告

【県立病院連携事業（看護部門）】【県立病院連携事業（看護部門）】

群馬県病院局長 笠原 寛

県立病院連携事業への期待

県民健康科学大学は、専門的な知識と技術に加え、豊かな人間性
を備えた人材を養成するとともに、研究成果を地域に還元し、県民の
医療環境の向上に寄与することを建学の基本理念にされています。

今日の医療は目覚ましい速度で進化しており、スタッフを取り巻く環境やその意識も大きく変化してきています。
そうしたことから、心疾患、がん、精神、小児と４分野の専門病院である県立病院では、在職者の教育・研修、看
護管理などに関わる新たな課題も生じ、対応の難しさを日々痛感しています。

昨年度、大学に「地域連携センター」が設置され、これを期に大学と県立病院とが連携して人材養成や専門資
格取得への支援のあり方など、病院現場の切実な課題について共同研究を行う事業が始まりました。

看護部門では、新人看護師の教育や看護管理者の養成など五つの課題について、県立病院の実情を踏まえ

優れた人材を送り出していただけるその存在は、県内の全ての医
療機関や関係者にとって、誠に頼もしいものがあります。

て、大学の専門的な研究成果を融合させ、具体的な対応策を探るという事業に、今年度も継続して取り組んでい
ます。

その内容は他の医療現場にも通ずるものと思いますので、研究成果は県立病院のみならず、多くの方々にも
役立てていただけると期待しています。

さらに今後は、大学と県立病院だけではなく、他の医療機関も交えた連携強化により県内医療全体の一層の
向上につながるような事業に発展されることを願っています。

県立がんセンター県立心臓血管センター 県立病院連携事業（看護部門）概念図

テーマ：看護ジレンマへの対応方法
本学担当：中西教授

４病院共通テーマ

テーマ：４病院共通看護管理者養成コースの設置
本学担当：巴山教授

県立がんセンタ

テーマ：新人看護師への支援力向上
本学担当：山下教授

県立心臓血管センタ 県立病院連携事業（看護部門）概念図

県立精神医療センター 県立小児医療センター

テーマ：医療観察法病棟での看護実践
本学担当：田村教授

テーマ：先輩看護職全員による
新人看護職教育への参加

本学担当：横山教授



大学と県立病院が連携を図りながら、４病院が抱える課題の解
決に向けて、それぞれの強みを活かしながら事業展開を行ってき
ました。
看護部門においては、4病院の共通課題や各病院の人材育成、

教育、実践看護能力の向上に貢献できるよう活動しています。ま
た、診療放射線部門においては、研修会や講習会など、事業の
本格的な実施に向けた取り組みを進めています。このような活動
を通 立病院 療 看護 ビ 向 献するを通して、県立病院の医療・看護サービスの向上に貢献するとと
もに、将来的には、事業成果を県内の他の病院にも還元できるよ
う取り組んでいます。県立病院連携事業を担当する巴山教授

Message 県立病院看護部長の声

県立心臓血管センター 山口可寿子 看護部長

県立小児医療センター 下田あい子 看護部長

県立がんセンター 荻野順子 看護部長

県立精神医療センター 木村きよ子 看護部長

県立小児医療センター 下田あい子 看護部長

左から荻野看護部長 山口看護部長

県立病院は心臓・がん・精神・小児に特化した医療を担う
専門病院です。看護部門は、県民の皆さんに高度な医療と
安全で質の高いあたたかな看護を提供していくために 看護

専門性の高い看護職員の育成には、高い実践能力や資質が求められます。各病院は特性を活かしたラ
ダー教育を中心とした育成をしてきましたが、県立病院の将来を担う看護職員の管理能力育成、専門に特化
した各病院の新人教育の課題、中堅看護職員のキャリアップ支援、リーダーシップ能力の育成など、４病院
共通の課題と各病院の特殊性から発生する個別課題を抱えています。

この共通課題と各病院の個別課題の解決を図り、県民の皆さんが望む医療・看護サービスの提供には、県
民健康科学大学の知的財産と県立病院看護部門の看護実践の経験から、お互いの強みを発揮して連携を
図ることが大切であると感じています 今回の看護部門の連携事業において 大学と臨床を繋ぐ人材育成シ

左から荻野看護部長、山口看護部長、
下田看護部長、木村看護部長

安全で質の高いあたたかな看護を提供していくために、看護
職員の人材育成に力を注いでいます。

※その他の事業については、次号以降でご紹介いたします。

図ることが大切であると感じています。今回の看護部門の連携事業において、大学と臨床を繋ぐ人材育成シ
ステムを構築することが重要な鍵と考えています。

また、県立病院の看護部門にとっても連携事業をとおして、県立病院の望ましい看護職員の育成を大学と
看護部門が一緒に取り組む絶好の機会となり、看護部門間の連携強化にも繋がりました。各病院の専門性
を理解し、特性を活かした看護の人材育成システムを構築することの意義は大きいと実感しています。この
連携の成果は、看護職員のモチベーションの向上と県民への質の高い看護の提供という形で実を結ぶと確
信しています。

お知らせ

乳がんは病気の発見から自分で関わることのできるがんです。早期発見ができれば、治療法の選択肢は広がり、
主体的に治療に関わることができます。本講座は、早期発見に関する内容と体験談を通して、乳がんに関する理
解を深めていきます。

第３回公開講座 「乳がんと向き合う」 参加者募集中！
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【日時】 平成２５年１２月７日（土） １３時～１６時
【対象】 県民の皆様（どなたでもご参加いただけます）
【受講料】 無料
【申込方法】 本学ホームページからお申し込みください。また、はがき、FAX、電話でもお申込みいただけます。

【会場】 群馬県立県民健康科学大学 多目的ホール
【定員】 １００名（先着順）
【申込期限】 平成２５年１２月２日（月）


